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はじめに 
 
 
本書ではスマート・シェアリング・シティ（Smart Sharing City）と

名付けた新しい概念で⼈々の幸せな⽣活を⽬指す新たな都市や社会
のあり⽅を提案している。本書は 6 章から構成されているが、まずそ
の背景と問題意識について論じてみたい。 

⽇本では 2010 年をピークに急激な⾼齢化と少⼦化による⼈⼝減少
が進んでいる。2023 年度の⽇本の合計特殊出⽣率は 1.20 とこれまで
の最低記録を更新した。⼀⽅、世界の⼈⼝は 81 億⼈を超え、アフリ
カやアジアなどの発展途上国を中⼼に⼈⼝増加が続いている。 

また産業⾰命以降の化⽯燃料を中⼼としたエネルギー⾰命は、⼤気
中の⼆酸化炭素などの温室効果ガスの増⼤をもたらし、地球の平均温
度は上昇を続けている。その結果、世界的な平均気温の上昇を産業⾰
命以前に⽐べて 1.5 度以内に抑えようというパリ協定で締結された国
際的な⽬標は、達成が困難となっている。 

20 世紀初頭にアメリカで始まった⼤量⽣産⽅式は⼯業製品の価格
の低廉化により、消費者の⽣活⽔準の向上をもたらした。しかしその
⼀⽅で⼤量⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄というリニア・エコノミーが進
⾏し、限られた資源の浪費につながった。また⼤量廃棄による環境の
悪化は⼈類社会の持続可能性を危機に陥れている。 

具体的な例として⾃動⾞を取り上げてみよう。ヘンリー・フォード
が 1908 年に世に出した T 型フォードは 1920 年代半ばには全⽶で
1500 万台を超え、モータリゼーションの波が世界に広がっていった。
⾃家⽤⾞は⼈々の活動範囲を拡⼤し、都市の構造そのものの変化をも
たらした。この傾向は先進国から途上国へと拡散し続けており、この


